
　
私
は
、平
成
15
年
の
市
長
就
任
以
来
、

住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま

ち　

土
浦
」の
実
現
に
向
け
、
強
い
信

念
を
も
っ
て
市
政
の
か
じ
を
取
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
４
期
目
の
任
期
も
折
り

返
し
を
迎
え
、
先
人
た
ち
が
進
め
て
き

た
歩
み
と
市
民
の
皆
様
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
歴

史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
土
浦
の
発
展
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
礎

と
し
て
、
市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す

と
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
経
済
の
堅
調
さ

が
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
主
要
新
興
国

に
も
波
及
し
、
景
気
回
復
の
す
そ
野
は

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
北
朝
鮮
情
勢
や
中
東
情
勢
が
緊
迫

す
る
な
ど
、
世
界
経
済
全
体
の
先
行
き

は
、
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

水
・
み
ど
り
・
人
が
き
ら
め
く
　
安
心
の
ま
ち 

活
力
の
ま
ち 

土
浦

「
つ
ち
う
ら 

ス
テ
ッ
プ
・
ワ
ン 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
、
一
歩
一
歩
を
積
み
重
ね
る

3
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市民と行政が一体となり、堅実な土浦を築く
「みんなで支えあう　つちうら　プロジェクト」

　本格的な高齢化と人口減少の到来により、地域の連帯意

識の希薄化が危惧されている中、活力ある地域活動の促進

を図るとともに、全ての人々が住み慣れた地域で生活でき

るよう、市民・団体・各関係機関との協働により、地域で

支えあう共生社会の構築を目指します。

　また、本市を取り巻く様々な課題に的確に対応し、将来

に向けて持続可能な行財政基盤を確立するため、簡素で効

率的な行政運営を推進するなど、一人でも多くの市民に協

働の輪を広げ、誰もが安心・安全な地域社会を築くととも

に、堅実で持続可能なまちの実現を目指します。

平成３０年度
市政運営方針

　
３
月
５
日
㈫
、
平
成
30
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
冒
頭
で
中
川

市
長
が
平
成
30
年
度
の「
市
政
運
営
方
針
」に
関
す
る
所
信
表
明
を
行
い
ま
し

た
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
も
い
え
る
市
政
運
営
方
針
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
年
間
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
組
の
下
、

雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善
さ
れ
、
企
業

収
益
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
株
式
市

場
も
６
年
連
続
で
前
年
末
の
終
値
を
上

回
る
な
ど
、
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
政
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
経
済

の
成
長
軌
道
を
確
か
な
も
の
と
し
、
持

続
的
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
る
た

め
、「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全

化
な
し
」を
基
本
と
し
、
少
子
高
齢
化

と
い
う
最
大
の
壁
に
立
ち
向
か
う
た

め
、「
生
産
性
革
命
」と「
人
づ
く
り
革

命
」を
両
輪
と
し
て
、
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
来
年
10
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

よ
る
増
収
分
の
一
部
が
財
政
赤
字
の
削

減
か
ら
、「
人
づ
く
り
革
命
」の
財
源
へ

と
変
更
さ
れ
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の

問
題
で
も
、
昨
年
初
め
て
自
然
減
が
40

共
に
考
え
行
動
す
る
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
安
心
・
安
全
な
「
日
本
一
住
み
や
す
い
」
ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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万
人
を
超
え
る
見
通
し
と
な
る
一
方
、

高
齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
給
付
費
は
年
々
増
大
す
る
な

ど
、
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
こ
う
し
た
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
を
見
据
え
、
誰
も
が
安
心
・

安
全
で
、
生
き
生
き
と
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
新
た
な
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る

第
８
次
土
浦
市
総
合
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
合
計
画
で
は
、引
き
続
き
、

「
地
域
力
」と「
市
役
所
力
」が
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
行
財
政

改
革
の
推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
２
つ
を
計
画
推
進
の
基
本
姿
勢
に
位

置
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
や
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
共
に
、
こ
れ
ま
で

よ
り
一
歩
進
ん
だ
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
効

率
的
で
無
駄
の
な
い
行
財
政
基
盤
を
確

立
さ
せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
こ
れ
ま
で
、
新
庁
舎
へ

の
移
転
を
は
じ
め
消
防
庁
舎
、
市
営
斎

場
、
土
浦
小
学
校
、
都
和
小
学
校
、
新

治
学
園
義
務
教
育
学
校
及
び
水
郷
プ
ー

ル
、
荒
川
沖
地
区
市
民
運
動
広
場
、
小

町
の
館
、
新
治
地
区
公
民
館
、
新
治
運

動
公
園
野
球
場
、　

川
口
運
動
公
園
野

球
場
並
び
に
朝
日
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
整

備
に
加
え
、
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
新
図
書
館
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
、
本
市
発
展
の
礎
と
な
る
事
業
に
重

点
的
・
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
に
、
新

た
に
整
備
し
た
施
設
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
生
き
生
き
と
活
動
す

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
活
力
を
、
市
全
体

に
波
及
さ
せ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
創
出
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
第
８
次
土
浦
市
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
開
始
す
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
が
向
き
合
う
べ
き
課
題
が
山
積

す
る
中
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
市
民
一
人

ひ
と
り
が
、
一
歩
一
歩
前
へ
進
も
う
と

努
力
す
る
意
識
を
持
ち
、
そ
の
意
識

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
少
し
で
も
良
く
な
る
工
夫
を
続
け

れ
ば
、
そ
れ
が
大
き
な
力
と
な
り
、
ま

ち
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
本
計
画
で

は
、
ま
ち
の
将
来
像
の
早
期
実
現
に
向

け
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
経
営
の
観
点

か
ら
、
施
策
の
垣
根
を
越
え
、
特
に
戦

略
的
に
進
め
て
い
く
事
業
を
、「
昨
日

よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
、
一
歩
一

歩
積
み
重
ね
る　

つ
ち
う
ら
ス
テ
ッ

プ
・
ワ
ン　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て

位
置
付
け
、
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

知恵と政策を積み重ねて、着実に一歩前進する
「未来へつなぐ　つちうら　プロジェクト」

　将来的な人口減少の抑制、長期的な人口構造の若返りを

実現するためには、出生率の回復が極めて重要な要素と

なっておりますが、この課題は、一朝一夕で解決できるも

のではないことから、まずは、結婚・妊娠・出産・育児の

切れ目のない支援をはじめ、多様化する子育てニーズに対

応できるよう環境整備の充実を図ります。

　また、学校教育におきましても、系統的・継続的な教育

により、確かな学力や豊かな心を育むなど、子どもが健や

かに成長し、自立・活躍できるまちの実現を目指します。

地域固有の資源に磨きをかけて、輝きを放たせる
「まちがにぎわう　つちうら　プロジェクト」

　本市は、土浦全国花火競技大会やかすみがうらマラソン

兼国際盲人マラソン、日本一の生産量を誇るレンコンなど、

既に多くの地域資源を有しています。

　さらには、これにつくば霞ケ浦りんりんロードや県内有数の

蔵書数を誇る新図書館や市民ギャラリーなどの新たな地域資

源が加わるとともに、本市を取り巻く環境の大きな変化として、

長年の悲願が実り、ＪＲ常磐線の東京駅・品川駅乗り入れ本

数が拡大され、輸送力が大幅に増強されたことから、新たな

誘客効果というものが期待されています。

　このような大きな環境の変化などを踏まえつつ、新旧固

有の地域資源を磨き上げ、輝きを放たせ、交流人口や定住

人口の増加へつなげ、まちの賑わいを創出します。
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